
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平和に関する学習指導については、各学校において計画的に指導を行うことになっています。平

成２２年２月に北九州市が「北九州市非核平和都市宣言」を行ったことを受け、７月を全市一斉の

「平和に関する学習指導月間」として、各学校で創意工夫をしながら、生徒の発達の段階に即した

平和に関する学習指導をしています。 

７月６日（火）尾倉中学校では、長崎被爆体験伝承者等派遣事業とタイアップして、オンラインで

授業を行いました。講師は原尾 尚美先生（他１名）で、被爆者から直接受け継いだ内容の被爆体

験や平和への思いについて話していただきました。最後は長崎の中学生が作った紙芝居の絵に合

わせて、本校の代表の生徒がセリフを読み上げました。そのあと、各教室で感想を書きました。 

 １年生には話をしましたが、何事に対しても「無関心」が一番いけないと思います。戦争や平和に

ついての「ニュースを見る」「本を読む」「テレビの特集を見る」など、なんでもいいので、「知る」こ

とから始めてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

The basis of peace is for people to understand the pain of others. 平和の原点は、

人間の痛みがわかる心をもつことです。（吉田 勝二さんが好きな言葉） 

 

 

１９４５年８月８日午前１０時ごろから、米軍爆撃機Ｂ２９が現在の八幡東区を中心に行った攻撃

は「八幡大空襲」と呼ばれています。目標は八幡製鉄所の従業員と家族が多く暮らす住宅街だっ

たとされ、現在の同区枝光や中央、尾倉、前田を中心に焼け野原となりました。旧八幡市発行の

「八幡市史 続編」や「北九州市史」によると、死傷者は約２５００人、被災人口は５万２５６２人、被

災戸数は約１万４千戸。「日本都市戦災地図」（第一復員省編集）によると、死者数は１７８５人。 

  旧八幡市では４４年６月、同８月にも大規模な空襲を受け、４５年分を含めて３回で計２７８０人

が死傷しました（「八幡市史 続編」）。「戦災地図」によると、現在の北九州市域では計１３回の空

襲があり、死者２４５２人、負傷者１５８３人に上ったそうです。 

尾倉中学校下のロータリー付近一帯は、丘陵地（約３０メートル）で小伊藤山と呼ばれ、その麓

まで家屋が建ち並んでいました。太平洋戦争となり北から南から、また西から、防空壕が築造され

ました。米空軍による焼夷弾攻撃で、附近一帯は焼野原となり、この防空壕に避難した人々は、火

煙に包まれ全員窒息死しました。その数３００人と言われています。戦災復興区画整理事業により、

この地を公園とし、戦災死者を追悼するため、昭和２７年慰霊塔を建立しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北九州市立尾倉中学校 学校通信 第 51号 
 
 
 
 
 
 

令和３年７月６日（火）発行 
校長 栗 原 博 巳 

北九州市八幡東区尾倉三丁目１０番１号 
HP: www.kita9.ed.jp/ogura-j/ 

＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生

徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、みん
なでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集団
生活における規律とマナー 

尾 倉 
お ぐ ら ＜校訓＞ 

自主 
創造 
協力 

北九州市「平和に関する学習指導月間」 

～～～１９４５年 八幡大空襲について～～～ 

生徒の皆さんが

暮らすこの尾倉

地区周辺には戦

争の遺跡（防空

壕跡など）が残

されています。

夏休みに訪れて

みるのもいいか

もしれません。 


